
MIST 学会 会員の皆様へ 

（BCC 配信） 

 

この度、第 22 回関東 MIST 研究会を 2026 年 2 月 14 日（土）、東京コンファレンスセン

ター・品川（東京都港区港南）5 階大ホールにて開催いたしました。低侵襲手術から高侵襲

手術治療まで、特に若手脊椎外科医の日常診療に直結する実践的な内容を重視してプログ

ラムを構成いたしました。最終参加者は 112 名にのぼり、若手医師にも多く参加いただき、

大変盛況のうちに終えることができました。これもひとえに皆様方のご協力の賜物であり、

心より御礼申し上げます。 

 

最初のプログラムでは、エキスパートセミナー1「低侵襲手術の基本として押さえたい知

識と手技のコツ」として、湯浅将人先生（練馬総合病院）より「圧迫骨折、まだ帰していま

すか？骨粗鬆症性椎体骨折に対する BKP 早期介入の効果とその気づき」、大田光俊先生（聖

隷横浜病院）より「脊椎外科医が行う脆弱性骨盤骨折の診断と治療」、米山励子先生（日本

鋼管病院）より「美意識と骨意識で考える低侵襲脊椎治療－FESS の視点から－」をご講演

いただきました。いずれも日常診療に直結する示唆に富んだ内容であり、参加者にとって大

変有意義な時間となりました。 

続くエキスパートセミナー2「テクノロジーを用いた脊椎の最新低侵襲治療」では、大里

倫之先生（一宮西病院）より「脊椎手術に対する患者適合 rod の初期導入から臨床での課題

まで－臨床経験と今後の展望－」、伊藤研悠先生（あいちせぼね病院）より「腰椎椎体間固

定術の低侵襲化と理想を目指して」をご講演いただきました。最新テクノロジーの導入とそ

の実際、さらには今後の課題と展望に至るまで、非常に刺激的で学びの多い内容でした。 

一般演題では 9 名の先生方による発表が行われ、各施設における創意工夫と熱意あふれ

る報告がなされました。活発な討論のもと、QR コード投票により、国際医療福祉大学成田

病院・水越諒先生の「20 年以上の関節リウマチ罹患歴を有し多発非定型椎弓根骨折を併発

した階段状すべりに伴う腰部脊柱管狭窄症患者の治療経験」が最優秀演題賞に、水戸協同病

院・浅井玲央先生の「L5 分離症に伴う L5/S 椎間板ヘルニアに対して Smily Face Rod 法と

FESS を併用した一期的低侵襲治療の 1 例」および埼玉県済生会川口総合病院・藤井俊一先

生の「頚椎人工椎間板置換術における嚥下障害の発生について－ACDF との比較－」が優

秀演題賞に選ばれました。 

特別講演 1 では、平井高志先生（東京科学大学）より「低侵襲手術で救うために－そし

て、なお高侵襲が必要な現実と社会システムの課題」をご講演いただきました。低侵襲治療

の意義を改めて問い直すとともに、社会制度や医療体制を含めた大局的視点からの非常に

示唆に富む内容でした。 

続く特別講演 2 では、圓尾圭史先生（兵庫医科大学）より「超高齢者社会の化膿性脊椎炎

をどう治すか：MIST がもたらす新しい風」と題してご講演いただきました。治療に難渋す

る疾患である化膿性脊椎炎について、その診断と治療戦略を分かりやすくご提示いただき、



今後の臨床に直結する大変有益な講演でした。 

いずれの講演においても活発な質疑応答と討議が行われ、MIST について熱く学び合う、

実り多い研究会となりました。その後の懇親会は同施設 3 階レストランにて立食形式で開

催し、54 名の先生方にご参加いただきました。施設の垣根を越えた交流が深まり、大変有

意義な時間となりました。 

 

次回第 23 回は、名称を関東 JASMIST 研究会と改め、船尾陽生先生（国際医療福祉大学）

が当番幹事・会長として、2026 年 10 月 24 日（土）に恵比寿ガーデンプレイスにて開催予

定です。皆様のご参加を心よりお待ち申し上げます。 

 

最後になりましたが、ご登壇いただいた先生方、世話人の先生方、ご支援を賜りました共

催企業の皆様、運営を支えてくださった東京科学大学脊椎スタッフおよび若手スタッフの

皆様、そしてご参加いただいたすべての皆様に、改めて深く感謝申し上げます。誠にありが

とうございました。 

 

第 22 回関東 MIST 研究会 当番世話人（会長） 

横浜市立みなと赤十字病院 整形・脊椎外科 鳥越一郎 

 

 


